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一般貨物自動車運送事業等における運賃及び料金について

一般貨物自動車運送事業（宅配便、引越輸送及び霊柩運送を除く ）及び特定貨物自動。

車運送事業並びに貨物軽自動車運送事業（以下「貨物運送事業」という ）における運賃。

及び料金の届出については 「貨物自動車運送事業報告規則に基づく運賃及び料金届出書、

の取扱要領について （平成15年２月14日付け国自貨第85号）に基づき取扱ってきたとこ」

ろであるが、今般、取引条件の適正化の必要性の高まりを受けて、貨物運送事業における

運賃及び料金の定義を下記のとおり定めたので、了知されたい。

記

１．運賃

貨物運送事業における「運賃」とは、貨物の場所的移動に対する対価をいう。なお、

貨物の積付けであって、シート、ロープなど通常貨物運送事業を行う者（以下「貨物運

送事業者」という ）が備えている積付用品による作業への対価を含むものとする。。

２．料金

貨物運送事業における「料金」とは （１）及び（２）のとおりとする。、

（１）貨物運送事業者が受託する運送以外の役務に対する対価であって以下①～③に掲

げるもの。

①積込料又は取卸料

貨物の発地又は着地において、荷送人又は荷受人の依頼により、貨物運送事業

者が行う貨物の車両への積込み又は車両からの取卸し（貨物の積付けであって、

シート、ロープなど通常貨物運送事業者が備えている積付用品による作業を除

く ）に対する対価。

②待機時間料

車両が貨物の発地又は着地に到着後、荷送人又は荷受人の責により貨物運送事

業者が待機した時間（荷送人又は荷受人が貨物の積込み若しくは取卸し又は附帯

業務を行う場合における待機した時間を含む ）に対する対価。



③附帯業務料

荷送人又は荷受人の依頼により、貨物運送事業者が行う品代金の取立て、荷掛

金の立替え、貨物の荷造り、仕分、保管、検収及び検品、横持ち及び縦持ち、棚

、 、 、 、入れ ラベル貼り はい作業その他の貨物運送事業に附帯して一定の時間 技能

機器等を必要とする業務に対する対価

（２）深夜・早朝配送等の特別な費用が発生する輸送により増加する費用を賄うために

収受するためのもの。

附 則

この通達は、平成２９年１１月４日から施行する。


